
酪 農 公 開 講 座第 回54

〒069-8501　北海道江別市文京台緑町582番地

酪農学園大学 エクステンションセンター 生涯学習課
TEL：011-388-413１（直通）  FAX：011-387-2805　E-mail：rg-ext@rakuno.ac.jp 

※裏面がお申し込み用紙になって
　おりますのでご利用ください

お問い合わせ・お申し込み先

　性選別精液の販売開始から約10年が経過し、人工授精はもとより受精卵の
生産にも幅広く利用されている。そこで、性選別精液を用いた後継牛生産の優
良事例を紹介するとともに今後の展望について解説する。

酪農学園大学　農食環境学群　循環農学類 助　教 　西寒水　将
 Takamasa Nishisouzu

■主　催　酪農学園大学、福島県酪農青年研究連盟（順不同）
■後　援　福島県、福島県酪農業協同組合、全国農業協同組合連合会福島県本部、日本全薬工業株式会社（順不同）

ホルスタイン種における性選別精液を用いた後継牛生産と今後の展望講演２
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酪農学園大学　農食環境学群　循環農学類 教　授 　森田　　茂
 Shigeru Morita

酪農現場の最先端情報

場 所  日本全薬工業株式会社
  研修管理棟　研修ホール
   （福島県郡山市安積町笹川字平ノ上１－１）
受 講 料  無　料
定 員  100名 （先着）
申込期限  11月10日（金） 必着

11
2017年

30日月
13：00～16：30

木

搾乳ロボットを活用し、アニマルウェルフェアを向上させる講演１
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　家畜飼育でのアニマルウェルフェア向上が急務となっている（「牛の都合に配
慮した」飼養管理の実現）。また搾乳ロボット普及に伴い、乳牛管理システム
（牛が動くシステム）に変革が進みつつある。このシステムを利用することで乳
牛個体の要求に配慮した飼養管理が実現される。
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